
　　　　　第18回（1991年度）

資生堂児童福祉海外研修団報告書

　　　　　　ヨーロッパ

　　　〈デンマーク・イギリス・ドイツ〉

会

会
会
団

福

設

院
福

全

養

国
資

㌣

　
　
団
人

謄

　
全
財
法



　　　　　　　　　　　　　　目

海外研修要綱・…・…………’’”………………

あ　い　さ　つ　・・……・全養協　小野会長

あ　い　さ　っ　………　全教協　叶原会長

団長挨拶………大平団長…………
副団長挨拶………住原副団長……・・一

事務局報告………藤元事務局長・・・…

参加老名簿…・・・……・……・・……・・…一一…’

参加者住所録　……………’…・……………・…

研修スケジュール　……………・…・・……………

研修ダイジェストグラフ　…・……・………・……

デンマーク編

イギリス編

ドイツ編

　　次

■　▼　・　7　▼　7　■　r　・　r　w　、　嚇　、　r　吟　、　・　、　，　・　．　．　・　・　．　．　．　・　．　，　・　・　㊨　・　・　．　・　…　　　　　’　ケ　．　・　．　．　．　・　．　．　．　．　・　．　’　．

r　・　w　・　，　，　・　．　．　…　　　　奄　・　・　，　，　．　●　■　・　…　　　　　●　■　、　■　」　■　，　．　’　・　■　’　．　．　．　㊨　．　．　，　・　，　・　・　．　．　・　㊨　．　・　，　〆　’　．

，　．　，　・　．　．　．　・　．　．　・　7　，　7　’　●　．　．　㊨　、　．　嚇　．　・　．　㊨　，　．　・　，　・　㊨　．　．　・　，　．　・　・　，　奄　’　．　．　A　．　＾　’　＾　エ　．　＾　．　・　．　・　．

．　．　㊨　．　．　7　・　’　・　▼　・　’　■　■　吟　’　．　．　．　．　吟　．　・　．　．　，　．　．　・　・　．　．　．　・　・　．　・　．　＾　”　P　＾　7　．　＾　．　＾　＾　．　．　」　’　”　．　．

r　7　■　r　■　r　、　r　、　r　■　、　、　r　r　・　、　r　、　吟　r　r　・　㊨　，　㊨　，　．　・　．　．　．　・　・　．　・　・　．　．　，　．　．　．　，　・　．　・　．　エ　．　．　．　．　．　‘　・　・

’　　，　　■　　■　　■　，　　■　■　　■　●　　■　　■　●　　●　㊨　　’　　●　㊨　　●　　■　㊨　　■　●　　■　■　　●　■　　●　　■　●　　●　●　　●　　●　　■　’　●　　●　　「　－　 、　　「　、　　．　．　　．　　．　　．　W　　．　，　 ．　　．　　」　　㊨　　．　・

．　　．　■　　．　■　　．　■　　■　■　　．　　■　■　吟　　P　●　㊨　　■　　■　■　　●　　■　■　㊨　　層　　■　■　㊨　　■　　●　■　　●　　■　㊨　　●　　●　●　■　　●　　●　　■　　■　●　　，　●　÷　 ．　　●　・　　A　．　　工　　．　　．　’　　・　　．　　．

㊨　．　．　・　．　・　令　・　・　．　・　■　■　，　’　●　，　■　・　’　■　■　・　’　．　．　エ　．　■　■　・　．　．　．　・　．　・　，　・　．　．　■　．　・　．　．　．　．　・　…　　　　　．　・　．　．　・

●　　■　　■　　●　■　■　　㊨　　●　■　◇　　■　■　㊨　　・　　・　●　　●　　，　●　　・　㊨　　・　●　　・　　．　・　　．　”　　 ・　　．　　，　．　　，　　．　．　．　　・　　．　　．　…　　　　　　㊨　　・　・　　．　　・　．　・　 ・　 ．　　．　　．　　・　・　 ．

■　・　■　．　’　●　、　エ　．　．　．　．　．　・　．　．　・　．　…　　　　　．　・　・　．　㊨　・　・　．　・　，　・　．　・　．　・　・　㊨　・　・　7　・　7　・　・　…　　　　　．　．　．　．　・　・　．　．　．

まとめにかえて（ヨーロッパざっくばらん）　……………・…………・・…・’………………・…

ヨーロッパ8ヵ国児童福祉事情　………　池田常務理事　……・……・……・……・…・………・119

訪問先リスト

入手資料

海外研修実績一覧

編　集　後　記

2
3
4
5
6
7
8
1
0
1
1
　
　
1
2
　
　
2
9
　
　
6
8
　
　
8
3
　
9
9

側垣編集長

　　　　　　　　　　　　　　　134

・…
　’…　一・・・・・・・・・・・・・・…　’・・・・・・・・・…　一一一・一・　135

・一・・・・・・・・・・・・…
　一・・・・・…　一…　一一・・・・・・…　－　136

　　　　　　　　　　　　　　　137

1



L　目　　的

2主　　催

3．後　　援

4．研修内容

5．研修先

6．実施期間

7．派遣人員

8．推薦要件

9．選考方法

10，研修の報告、

　　発表の義務

第18回資生堂児童福祉海外研修要綱

　虐待や放任、ホームレス等、世界的にも、わが国においても、

「児童の権利」が軽んぜられる現象が増加している。本年は、歴史

的にも多くの実証の上に先行した考えを持ち、組織だった体制にあ

るヨーロッパ諸国（3ヵ国）を訪問して、福祉の根底にある人間観、

児童観等にっいて広く考える。

研修テーマ 「児童の権利と児童養護活動」

財団法人　資生堂社会福祉事業財団

厚生省、全社協・養護施設協議会、全国教護院協議会

ヨーロッパ（3ヵ国）における

①　児童の権利保護に対する理念

②　一般家庭の児童養育の傾向

③　児童の虐待、放任と保護体制の現況

ヨーロッパ（デンマーク、イギリス、ドイツ）

1991年9月2日（月）～9月16日（月）　15日間

23名（児童福祉施設より団長以下20名、講師1名、事務局2名）

　推薦する候補者は、施設において日常、児童の処遇に真剣に携わ

り、本テーマによる研修について高い関心を持ち、強い意欲と責任

感のある職員。また、心身とも健康にして長期にわたって児童福祉

に貢献できる職員、とする。

　養護施設協議会、全国教護協議会、並びに関連団体の推薦にもと

づき、資生堂　児童福祉海外研修選考委員会の審査により決定する。

①研修団は、報告書を所定の期日までに主催者に提出する。

②　それぞれの協議会等の主催する研修会等において、研修結果を

　　報告する。
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あ　　い　　さ　　つ

社会福祉法人　全国社会福祉協議会

　　　　　養護施設協議会

　　　　　会長　小　野　倉　蔵

　資生堂社会福祉事業財団による海外研修は本年で18回目を迎え児

童問題に取り組む職員に貴重な研修の機会を与えていただいており

ます。

　本年度は「児童の権利と児童養護活動」のテーマのもとデンマー

ク、イギリス、ドイツと歴史ある国々を訪問しての研修となりまし

た。我が国においては児童の出生率が低下し、一方で、児童の権利

条約が批准する方向にあり、児童をめぐる問題への関心が高まりつ

つあります。そうした状況の中で社会福祉において実績のある国々

の見聞を広め、その児童観、人間観を知ることは今後の児童養護の

あり方を考えるうえで大変参考になることと思われます。

　今日、養護施設は地域社会で果たすべき役割・機能の拡大がます

ます期待されています。社会の変動が大きく、家族のあり方も変容

し、家庭の養育機能の低下が指摘されています。また、児童をとり

まく環境が大きく変化し、さまざまな課題を抱えた児童が地域で生

活しています。国の施策面からみると、養護施設は家庭養育支援事

業の一端を担い、不登校児童の指導を行うようになりました。いま

や養護施設は地域からも施策面からも、機能の拡大が急速に求めら

れています。

　一方、社会の歪みをうけた要養護児童のニーズは複雑・多様化し

施設処遇のさらなる専門性の向上が必要となっています。そして、

児童の権利条約が批准する方向にある中で、児童の権利とは何か、

また、養護施設の今後の処遇のあり方にっいて考えるべき時である

かと思われます。

　きたるべき21世紀に児童福祉全体の中で、養護施設はいかなる役

割を果たしていくのかを考えるとき、本報告書を広く活用していた

だければ幸いに存じます。

　最後になりましたが、本研修会の主催者としてすべてにご尽力い

ただきました資生堂社会福祉事業財団にあらためて心から感謝申し

上げます。また、副団長の厚生省児童家庭局育成課課長補佐の住原

清弘氏、ならびにご後援いただきました厚生省のご指導に対し深く

お礼申し上げます。
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あ　　い　　さ　　つ

全国教護院協議会

会長叶　原　土　筆

　大都市などへの人口集中に伴い、核家族化がすすみ、出生率の低

下によって少子家族時代が固定しつつあるのは大変淋しいことです。

そして、女性の社会進出によって母親不在の家庭が増加するなど、

児童をとりまく環境は徐々に変化しつつあります。

　少子家族のなかで、期待され大事に大切に心身共に健やかに生み

育てられている筈の子どもたちが、成長するにつれて無意欲、無気

力、そしてひ弱な自主性の乏しい子どもになってしまっている現実

が目立っています。こうしたなかで、資生堂社会福祉事業財団によ

る第18回海外研修が本年も実施され、教護院の職員も参加させてい

ただき、大変ありがたく心から感謝を申しあげます。

　今回の海外研修は、ドイツ、デンマーク、イギリスなどのヨーロ

ッパ各地を訪問して福祉の根底にある人間観、児童観について広く

考えることをテーマにして研修をして来るというものでした。

　人間尊重、福祉優先、そして恵まれた豊かな環境の中で子育てを

と言われながら、世界やわが国でも虐待や放任、そしてホームレス

の子どもが増加していると報告されています。児童の権利が唱えら

れながら、それが軽視されている現状があり、このような時に養護

や情短、そして教護などの児童福祉施設の未来を担う優秀な職員が、

先進各国の児童福祉の現状を見聞し、考察をすることは、わが国の

児童福祉に新しい刺激を与え、より望ましい方向に進展していくひ

とつのきっかけになることと、大いに期待を寄せております。

　この報告書は研修団員が高い関心と強い意欲をもって学び得た、

貴重な体験と所見が収録されているものです。訪問国とわが国との

風俗習慣などの相違もあって、施設の運営等が急変することは望め

ないとは思いますが、今後の児童福祉に大きな示唆を与えてくれる

ものと思います。

　主催者である資生堂社会福祉事業財団の事前研修から帰国後に至

るまでの並々ならぬご尽力、また、ご後援をいただいた厚生省の暖

かいご高配に対しましても、心より厚く感謝をいたします。
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団　　長　　報　　告

三　帰　寮　長

大平 要

　財団法人資生堂社会福祉事業団の主催する、第18回資生堂児童福

祉海外研修は、福祉の先進国ヨーロッパ（デンマーク、イギリス、

ドイツ）の3ヵ国を訪ね「児童の権利と児童養護活動」を主研修テ

ーマとし、15日間の日程で児童福祉の実態を見聞してきました。

　団員の選定は、養護施設、教護院、母子寮、情緒障害短期治療施

設、精神薄弱児施設の職員を対象に、数多くの研修候補者の中から

慎重審議の過程を経て、団員23名が選ばれ、7月29日からの事前研

修に不安と素晴らしさを抱き臨みました。結団式のあと明治学院大

学教授福田垂穂先生による「ヨーロッパの福祉活動とその背景」と

題して、訪問する3ヵ国の福祉の歴史や制度、活動の講義があり、

「研修テーマとその取り組みについて」厚生省児童家庭局育成課課

長補佐住原清弘副団長を中心に、班編成や記録などの役割分担、研

修課題等々を決めたわけですが、その中で、団員一人ひとりが、現

地の状況を可能な限り把握し毎日のミーティングで相互に意見を述

べ合い、助け合って研修の効果を上げようと、力強い団結の意思を

示してくれました。普段交流の殆どない者同志でしたが、児童福祉

に携わる者としての協力と連帯感と責任感で、無事に研修を修めて

帰ることができたのは大きな喜びです。

　さて、訪問した各々の国には、その国の古い文化や宗教の歴史に

よって支えられた福祉があって、1976年に施行されたデンマークの

ピスタンスロウは「胎内から天国まで」といわれている福祉体系の

中で、児童の人権を尊重し、ニーズを深く理解し、知識と経験豊か

なワー一カーによって十分なケースワークがなされ、積極的かつ具体

的な社会自立指導があり、国民は「高負担高福祉」を認識している

ことを学びました。どの国も、財政の逼迫による福祉施策の見直し

が求められている様子等も伺えました。この研修で得た多くの課題

を正しく咀噌して、我が国の福祉の向上に繋ぎたいものだと強く感

じました。終りになりましたが、貴重で素晴らしいヨー一一ロッパ研修

の機会を与えて下さった財団法人資生堂社会福祉事業財団、厚生省、

全社協、全養協、全教協、の皆様に衷心より感謝を申し上げると共

に、この研修事業が一層発展することを祈念いたします。
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副　団　長　報　告

厚生省児童家庭局育成課課長補佐

　　副団長住原清弘

　第18回資生堂児童福祉海外研修団は、1985年第12回以来6年ぶり

のヨーロッパ訪問となり、三帰寮（養護施設）大平要寮長を団長と

し、児童福祉施設等から選ばれた総勢23名の構成となりました。

　ヨーロッパ訪問日程は、9月2日～16日までの15日間で訪問国は

デンマーク、イギリス、ドイツ、の3ヵ国です。

　今回の研修は、「児童の権利と児童養護」をテーマとして、訪問

国の実情を実地に研修してくるものであり、情報化社会の中、各国

の実情は多少は知っているつもりでも、実際に自分の目で見、自分

の耳で聞く体験は違うものがあるのではないか。実際に各団員は実

体験についてのすばらしさを詳細に報告書の中にまとめています。

　研修期間中各団員は、ハードスケジュールであると感じていまし

たが、それが終わってみると、もう少し見ておきたかったこと、も

う少し聞いておきたかったことがあったことを考えると、15日間の

研修日程ではやむを得なかったことかと後で考えます。

　そのハードスケジュールの中で、始めての訪問国デンマークにお

いては、4日間の日程で、千葉忠夫氏を始め地元の人々からの中身

の濃い研修が受けられたことは意義深いものでありました。

　外国に訪問した際には、言葉の壁があることは当然であり、たと

え通訳を通してもその壁が完全に取り除かれることはありません。

しかし、デンマークにおいては、日本の福祉にも精通しているデン

マーク在住の千葉氏及び片岡氏の説明並びに地元の人との通訳は大

変良く理解出来る内容であり、有意義な研修となったことは全団員

の感じるところであります。

　また、今回の研修期間中天候に恵まれ、各国を訪問した先々で

「今年は天気が良い。」と言わせるほどの良い天気でした。

　15日間の研修で、各国の福祉に対する基本的な考えは我国と同じ

ですが、ただ、その方式を我国にすぐ当てはめることは、それぞれ

の国の文化、政治、経済の違いから難しいと感じました。しかし、

今回の研修により、改めて我が国の福祉を見直すことができるよう

になっことは、団員全員にとって大変意義深く、思い出多い研修と

なったことと思います。
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事　務　局　報　告

資生堂社会福祉事業財団

事務局長　藤　元　寿　彦

　今回のヨーロッパ研修は1985年以来6年ぶりであった。訪問した

国の中でも特にデンマークでは、彼の地にて20余年に亘り福祉活動

をされ、フユン島のボーゲンセという町において、自ら生活学園を

運営されている千葉忠夫氏に多大のお世話を頂いた。事前に施設見

学の他に一般家庭の訪問を希望していたところ、一般家庭の他に里

親家庭を訪問する機会を設けて頂いた。この訪問は、今回の研修の

ハイライトともいうべき貴重な体験であった。

　更に毎晩、深夜に至るまで我々の宿舎で酒を酌みながら、デンマ

ー クのあれこれについて、熱っぽく語ってくれた千葉氏の話は、大

変実りの多い貴重なものとなり、この研修の成果を決定づけたとい

っても過言ではないであろう。誌上を借り、千葉氏に改めてお礼を

申し上げる次第である。

　研修のテーマである「児童の人権と児童養護活動」について、特

に児童を一人の人格ある人間とみなし、親権よりも児童の意思が優

先されること。その背景にある行政、教育、文化、社会制度、価値

観といったものの日本との相違を学んだ。

　イギリスでは、スケジュールの関係で1日のみの研修となり、団

員の期待に副えない部分も若干あったようだが、イギリスの抱える

財政、福祉従事者の不足、などの問題とその対応の一端を知り、ま

た、新しい試みの施設を見学できたのは収穫であった。

　ドイツでは、日本の児童施設とは異なるが、社会に適応が難しい

青少年を、様々な職業訓練を通して社会的に自立させるための施設

やプログラム、これら事業に携わる人々の信念、哲学といったもの

に触れ、団員一同感銘を受けた。

　日本は経済大国と呼ばれてはいるが、今回のヨーロッパ訪問で、

日本では感じられない「心の豊かさ」「ゆとり」「博愛」といった

ものを強く感じたのは、私ばかりではなかったのではないか。

　このように団員一人一人が貴重な体験と成果をもてたのも、大平

団長、住原副団長の真摯な態度と、絶妙のコンビによるリーダーシ

ップ、それに総務を引受けて頂いた側垣団員の、マネージャーとし

ての働きに負うところ大であり、ここに深く感謝する次第である。
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SHISEIDO　CHILD　WELFARE　STUDY　TOUR　TO　EUROPE

Team　Leader

Mr．　Motomu　OHIRA
S．　UPerintencletl［．　Sank］．R｝1’

ChildreTゴs　Home

〔Nagan・Pref．1

Vice　Leader

Mr．　Kivohiro　SUM｜HARA
AssNallt　Dlred軋）r．

Chlld　Carf・D1、「｜＼1［m．

Chlldn・n　HTIcl　F：illlilies　BUrt・au．

Nlinistr｝　t，f　IIealth　and　 、1『clfat『e

Chief

」

Team　1

Mr．　Kensuke　WATANABE
Chief　Child　GUidal｜ce　“’エ｝rker

Ter｜shi．［le．s．　・）Tlt、

（II｜，kkaido）

Chief
Team　2

Mr．　Akira　KITAMURA
Ch〔ぐ！’C－r’rc・ctl“n｛．）ff【Ct・r

、Vakayar11111－’rt・f｛・ctural　Scnkel

GakueTi　“Valtay：’”iia　Prcれ

Members

Ms．　Hiroko　ARAKl
Chief　Child　Guidal1Ct・VYf）rker

．Takkt）．En，〔sailama　Prcf．［

Members

Mr．　Hiroyuki　TAKAI
Chk・f　Ch｜ld　Guidance　W［lrkし・「

Iwakl　Ikuseisha
（Fukuトh｜lna　Prcf．）

Mr．　Jiro　OTA
Child　Guidance　、、『orker

Hachiraku　Jidv－Ry《）｛Alchl　Pre｛」

Ms．　Etsuko　HORITA
Nurse1’y　Tt・acher

Fukui？Llunlc〕pal　Dailch］Shaka戊

K－seien〔Fukui　i）ref．〕

Mr．　Toru　HIRATA
COT’T’ect1（m　Officer

GUmma　Prefeαu「E
｛G1“n｜na　Pref．［

C：unlm．1　Gakuill

Mr．　MasaYuki　IMAl
Uhil（1　Gllida！lcc！　、V1）rker

Ya〔｝　．Xlけヒhピr層＼　H1）rne

｛Osaka　Pl’efJ

Mr．　Haruhiko　HANAJIMA
Yc｝uth　Guidancc　、、’Orker

ASahiga《）ka　S雪エ政h【M”s　II‘）lllt・

｛Chlba　Prefぴ

Mr．　KazuYa　SOBAGAKl
Chllc］　（；u｜dこL［ICv　yVl》rker

Sank‘）・Juku　dlト『“．gr《レPI’t・f，1

・－
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MEMBER　LIST
Secretarv

Mr．　Usaburo　IKEDA
Executi、・e　DH℃ct“7．

Shls【・ldcムSl）cial、、’el∫；n・←　FりuBd《1【1‘川

Secretary

Mr．　Toshihiko　FUJMO↑O
Secrdar・v　General
SlliSei《i‘［　 S〔，CIZI1　　、、．ぺ、1fa1．e　　F‘‘tLr1〔iaIir）！ユ

Chief
Team　3

Mr．　Tsuyoshi　NAKAHARA
Super］ntende川
Okubo　Gakuen　（Clliba　Pref．り

Chief
Team　4

Mr．　Kenji　NIKl
Cllild　Guidar）ce、、’orker

Oka、alna　P1．efeCturHl　1’SushiTn？t

Jid〈）　Gakuin　（（）kaF・aロ）a　1’ref．）

Members

口
Mr．　Tomiji　FURUMl
Psycholc｝gical　Therapist

Shizu《ikn　Prefectural　Y〔｝shihara

Rinkall　Gakum〔Shlzuoka　Pref．；

Members

Mr．　Hiroshi　SATO
Correctlon　Instruct〔、r

Nati↓）na1　こLiusashin〔｝（；akuell

（Saitama　Pref．1

Ms．　Shizuka　KAKINAMl
Child　Guidal、c七　、、『‘，rker

、’nshiki　Aiji・Eri（Yamaguchl　Pref．　

Ms．　Minako　KINOSHITA
Chi］d　Guidaile（．　、S’orker

Futaba　Gakuen　（Fし｜kuoka　Pref、）

Mr．　HiroYuki　ANSHl
Chief　Correcti（，n　Instructor

Kag‘）shima　Prefectural　Makinohara

Gakuen（Kagoshima　Pref．）

Mr．　Kazuhisa　KOSHIKAWA
Chi［d　Guidance　W《）rker

Keisetsu　Gakuen｛Chiba　Pref．〕

Mr．　Hirotoshi　IWAHARA
Child　Guidance　W〈｝rker

Ishizaki　Gakuen　Clbaraki　Pref．｝

Tour　C◎nductor

Mr、　Hiroshi　FUKUDA
Sales　Representative
MeiJI　Travcl　Ser、・1cc．　lnc．
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氏　　　名 施設（勤務先）名 施設（動務先）所在地（郵便番号，住所，電話番号） 種別

団　長 大　平　　　要
児　童　福　祉　施　股

三　　　　帰　　　　寮

〒381
長野市大字屋島2373

TEL：0262－44－8355

FAX：0262－44－8355
蓑護

副団長 住　原　清　弘
厚生省児童家庭局育成謀

課　　長　　補　　佐

100

－

45

東京都千代田区霞が関

　　　　　　　　1－2－2

TEL：03－3503－m1

1　班

班　畏
渡　辺　憲　介

（社　・福）　聖母会

天　　使　　之　　園

061

－
11

北海道札幌郡広島町

　　　　　　　字広島82

TEレOl1〔372－3520

FAX：OU－372－1894
養護

1　班 新　木　弘　子
（社　・福）　雀幸園

養護施設　雀　　幸　　園

360 埼玉県熊谷市大字四方寺

　　　　　　　　　185

TEL：0485－25－2880

FAX：0485－25－2880
養護

1　班 太　田　二　郎
（社　・福）　和敬会

八　　楽　　児　　童　　寮

441

－

13

愛知県新城市八束穂字

　　　　　　天王1032－2

TEL：05362－2－0760

FAX：05362－2－0762
養護

1　班 平　田　　　通 群馬県立群馬学院
372 群馬県前橋市川原町826

TEL：0272－31－2554

FAX：0272－31－2548
教護

1　班 花　島　治　彦
（社・福）千葉ぺタニヤ

ホーム　旭が丘母子寮
260 千葉市都賀1十2

TEL：0472－3H823

FAX：0472－32－1477
母チ

2　班

班　長
北　村　　　昭 和歌山県立仙渓学園

649

－

64

和歌山県那賀郡打田町

　　　　　　東三谷900

TEL：0了36－77－3172

FAX：0736－77－4740
教護

2　班 高　井　裕　幸
（社・福）

昌平債いわき育英舎

979

－

31

福島県いわき市小川町

　　　　上小川字大坂5

TEL：0246－83－1571

FAX：0246－83－1571
養護

2　班 堀　田　悦　子 福井市第一社会厚生園
910 福井市花野谷町43－40－2

TEL：0776－54－2254

FAX：0776－54－2255
養護

2　班 今　井　iE　幸
（社・糧）八尾隣保館

八　尾　母　子　ホ　ー　ム

581 大阪府八尾市南本町3－5－37
TEL：0729－22－1032

FAX：0729－92－1243
母子

〔2竃）

飽　務
側　垣　一　也

（社・福）三光事業団

三　　　　光　　　　塾

663 兵庫県西宮市鳴尾町1－3－38
TEL：0798－41－4421

FAX；0刊8－40－2879
饗護

3　班

班　長
中　原　　　強 （社・橿）大久保学園

274 千葉県船橋市金堀町499－1
TEL：0474－57－2462

FAX：0474－57－4069
精薄

3　班 古　見　徒美二 静岡県立吉原林間学園
417 静岡県富士市大淵2781

TEL：0545－35－0076

FAX：0545－35－0278
情短

3　班 柿　並　　　静 （社・福｝吉敷愛児園
753 山ロ市大字吉蜘750

TEL：0839－22－2509

FAX：0839－24－6766
養獲

3　班 案志　宏　之 鹿児島県立　牧ノ原学園
899

－

44 鹿児島県国分市上之段2528
TεL；0995’48－2424

FAX：0995－48－2i76
教護

3　班 岩　原　広　利
（社・潟）茨城補成会

石　　崎　　学　　園

311

－

31

茨城県東茨城郡茨城町

　　　　　上石崎祁8牛2

TεL：0292－93－8787

FAX：0292－93－7097
養護

4　班

班　長
仁　木　健　次 岡山県立津島児童学院

700 岡山市いずみ町3－12
TEL：0862－52－2185

FAX：0862－52－2186
情短

4　班 佐　藤　　　裕 国立武蔵野学院
337 埼玉県浦和市×字大門1030

TEL：048－878－1260

FAX：048－878－1244
教護

4　班 木　下　三七子
（社　・福）　双葉会

双　　葉　　学　　園

803

－
02
北九州市小倉南区長行東

　　　　　　　3－13－15

TEL：093－451一川8

FAX：093－452－1441
養頂

4　班 越　川　和　久 （社・福）螢雷学園
285 千葉県印旛郡酒々井町伊篠

　　　　　　　　457－3

TEL：0434－96－4008

FAX：0434－96－6196
養摸

事務局 池　田　宇三郎
⑭資生堂社会福祉事桑財団

常　　務　　理　　事

104

－

10 東京都中央区銀座7－5－5
↑EL：03－3574－7408

FAX：03－3289－0314

事務局 藤　元　寿　彦
⑭資生堂社会福祉事業財団

事　　務　　局　　長

104

－

10 東京都中央区銀座7－5－5
↑EL：03－3574－7408

FAX：03－3289－0314

ツアー
コンダ
クター
福　田　　浩

明治航空サービス株式会社

営　　業　　2　　部

101
東京都千代田区内神田

　　　　1－7－4晃永ピル

TEL：03－3295－5331

FAX：03－3295－5326
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研修スケジュール

9／2成田発
（月）A凪usterdum，　Copenhagenを

　　　経由して、Odense着

　　　専用バスにてBogenseへ

9！3Bogense　Kystにてデンマー
（火）　クの福祉に関する講義

9／4　Fa面1y　Center（家族治療所）

（富）　　H．C．　Andersens　House

　　　（アンデルセン記念館）

9／　5　　Special　Treatment　Insti－

（ホ）　tutiOfi（児童特別治療施設）

　　　家庭訪問（一般1、里親2）

9／6家庭訪問（里親1）
（金）　　Danish　Japanese　Culture

　　　College
　　　現地児童福祉関係者との懇談

9／70denseからCopenhagenへ
（i）　（市内見学）

　　　CopenhagenからLondonへ移動

9／8
（日）

9／9
（月）

9／10

（火）

9／ll

（ホ）

9／12

（木）

9／13

（金）

9／14

（土）

9／15

（日）

9／16

（月）

ロンドン市内見学

National　ChiIdren’s　Home

Cumberlo▼　Lodge

LondonからFrankfurtへ移動

Frankfurtから専用パスにて

Hidelbergを経てStuttgartへ
Offenburg［キリスト教青年の村］

Altensteig［キリスト教　青年の村］

Kaltenstein城一C．」．D．発祥の地

StuttgartからParisへ移動
ルーブル美術館ほか見学

自由研修

ParisからAmusterdumを経由

して一路成田へ

成田着

蕪；

蕪懇纒羅．

鐡

　　　　　　力：㌧．．
　　　　　　　　　　　o灘lili響，ハン1’”、

購・戴アーk、

・｛K－
麗

イギリス

　　　　　z“
　　　　z－’
：．コ／．ペンハー惣

・ ）

旧ソ連

L＿＿⊥←＿＿＿一一一トー鯨から
　ロンドン

、，

tl、、，、　一　罵グきこぎ躍一・㌧

　　　　　　　　　　　O＿　灘kt　ぺ・グ・一・・＼一，ブカ…・

ベルリンO　、

一 ll一

　　　一＾＿’““s

ポ＿ランド　　S

　　　　　　　l

ワルシ・ワ。　　（

　　　　　　　　’、



デンマーク・オーデンセ市

福祉担当官を囲んで、

役場前庭にある母子像．

　事前研修の際の緊張感を残しながら、1991年

9月2日午前9時、私達、資生堂海外研修団の

メンバー23名は成田空港に集合した。折りしも、

前日閉幕した世界陸上選手権の各国選手団の帰

国ラッシュと重なり出発ロビーはかなりの混雑

を呈していたが、メンバーの頭の中はこれから

の研修旅行に対する期待で一杯だったようだ。

以下、私達研修団の行動を時間の流れと共に日

記風に報告したい。

9月3日（火）　午前ボーゲンセ・キスト

　前日、日本時間AHII：50に成田を飛び立って以来、このボーゲン

セに着くまで約31時間の永い一日だったにもかかわらず、メンバー

は早朝より起き出し、散歩にジョギングにと非常に元気である。

　早速周辺を散歩してみる。ホテルの前は海で、近くにはオ・・一一トキ

ャンピング場が広がり、落ち着いた静かな雰囲気を持った町である。

人ロ約6，000人のボーゲンセの役場の前には、この国の福祉のシン

ボルである母子像がおかれていたのが印象的であった。今日から5

日間この町を中心にデンマークの福祉を学ぶことになる。
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木たちに囲まれ

トのコテージ．

た、

初日の勉強風景、

　午後から、この研修の全てのお世話をしてくださる千葉忠夫氏と、

オーデンセ市福祉局のフレデリクソン氏による講義を受ける。千葉

氏は、デンマークがなぜ福祉国家と言われるのか、それはその歴史

的背景と教育にあるという事を話されたが、翻って日本では…？

　また、フレデリクソン氏は、デンマークの中でも一番進んでいる

といわれる、オーデンセ市の児童福祉システムについて熱っぽく語

られたが、子どもたちの問題を解決して行くためには、何よりも、

実現にむけてのアティテユード（姿勢）が重要である、と強調され

たが、この言葉には施策を実行している自信が塗れていた。
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9月4日（水）オーデンセ家族治療施設　アンデルセン記念館

　Pt・一ゲンセの町から約30分。デンマーク第3の都市、オーデンセ

へ。閑静な住宅街の一画に施設はある。以前は未婚の母の家として

使っていたそうだ。入ロの壁に象徴的なレリーフが掲げてある。父

母と子どもが手をつないで進んで行く姿に、この施設の意図が読み

取れるようだ。内部を案内してもらい、食堂で話を聞く。決められ

た治療プログラムによって、家族が自分自身で問題を解決して行け

るように、また生活の主体は入所者自身であり一っのユニットとし

て社会の中で生きていけるように、ワー一一カーは外から援助するだけ

である、という姿勢を持って治療している。
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　午後は、アンデルセン記念館へ。デンマークの生んだ世界的な童

話作家アンデルセンは、このオーデンセの町で生まれ育ち、そして

名誉市民になる。彼の童話は、弱者へのいたわりと限りない愛情に

溢れているが、これはまさに福祉の基本的な理念である。記念館は

彼の生家が当時のまま利用され、周辺の町並みも当時のまま景観保

存されていた。市内を歩いていて感じることは、制服の姿がないこ

と。背広ネクタイ姿がいないこと。自転車の多いこと。建物の色彩

の美しいこと。午後5時を過ぎると、店が全部閉まり人通りが全く

なくなること、などである。
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9月5日（木）午前　ウードゥビィ児童特別治療施設

　午前、ボーゲンセから車で10分程の、児童特別治療施設を見学。

広大な敷地に、学習棟、生活棟、訓練のためのアスレチック設備、

ファイヤープレイスなどが点在する。その環境にまず驚く。管理棟

の食堂に通され、副施設長から話を聞く。情緒に障害を持つ子ども

が、感情のバランスを自分の力でとる事ができるよう指導する事を

基本とし、勇気を持ち、自分を好きになること。それらを、親と共

に改善し、その結果、親にも勇気を持たせ、親子の関係を修復して

いく指導を行っている。親子で泊まれる宿泊設備も備えている。
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ポーゲンセの学童保育所．

子ども達がそれぞれやりたいことを

やりたいようにしてすこしていた。

　午後、学童保育所を訪問する。建物に近づくと子どもたちが3輪車

や自転車で走り回っている。すぐに手を振って寄って来る。室内は、

そんなに広いというわけではないが、子どもたちが活動するのに十分

なスペースが確保されている。ここでも、インテリアの色彩の豊かさ

には感心させられる。工具室なども、子どもが自由に利用できる。メ

ンバーが持って行ったケン玉や折り紙などの周りに子どもたちの輪が

でき、団員も一緒になって時を忘れて遊んだ。利用対象は7歳～14歳

まで。朝6時から17時まで。このあたりにも、デンマークの共稼ぎ事

情や、対応する制度の細やかさが現れているように思えた。
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　夕刻から、グループにわかれて家庭訪問をする。一般家庭、母子

を預かる里親。非行児を預かるファミリーホームの3ヵ所である。

訪問し、膝を交えて語りあった団員の共通した感想は、充実した福

祉制度の中でも、費用の問題、働く時間の問題など、やはり本音の

部分ではしんどさもあるということであった。脱施設化の一方の側

面である費用削減の方向が、ワーカーには負担になっている現実も

あるということを感じた。ただ、日本のレベルと比較はできないと

思うが…。しかし、子どもが好き、この仕事が好きで、という思い

も十分に感じることができた。

一 18一



デンマークの児童福祉関係職員との

質疑応答　それぞれの仕事の現状と

共に今後の児童福祉、教育の課題に

ついても話されたe 9月6日（金）　午前　家庭訪問　里親　ボーゲンセ生活学園

　1グループが里親宅を訪問。昼前に全員で千葉さんの生活学園を

訪問する。奥様特製のカレーライスをご馳走になる。元小学校の建

物で、庭には我々のために、こいのぼりを揚げてくれていた。15歳

から19歳までの5名の少年と生活している。室内や武道場を、17歳

のブライアン君が案内してくれる。子どもの個室は、ソファーやテ

レビなど、一通りの物が揃いきれいに整理され、全体として少し大

きめの家庭、という感じである。彼等は、入所も、退所も全て自分

の意志で決める。それが、デンマーク流で、制度でもある。

　午後、児童福祉関係者と懇談。教師のソーレンセン氏、県職員の

ラウセン氏、グループホームのイェスパス氏、生活指導員で片岡夫

人のインゲ・ソーレンセン氏、片岡氏、千葉氏である。脱施設化の

理念とその経済的側面について、まだまだ、問題は大きいこと。家

族の問題は、デンマークにおいてもこれからますます複雑化するこ

となどを聞いた。時間的な制約から表面的な所で終わったのが少し

残念だが、審議中の新しい福祉法によってデンマークの福祉がどの

ように進んで行くのか、今後も注目して行きたいと思う。国や制度

は違っても、やはり子どもに対する思いや夢は同じなのだ…。
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ハシの使い方伝授で国際交流．

大平団長は、文化交流にすごS：る熱心であった。

僧
デンマークでの研修終了後のサヨナラパーティー。

日本からおみやげのケン玉で国際親善．デンマークのケン玉

チャンピオンもこの場で決定z認定書をさしあげた。

手と手を取って、互いの友情を深め肩を組み交わし、共に歌い、それぞれの

場での児童の福祉の向上につとめる二とを誓いあった．

　デンマークでの全ての研修プログラムを終え、タ刻からお世話に

なった方々を招いてパーティーを開く。家族共々集まり、滞在中、

水のようにお世話になったピールや、我々が提供したウィスキーな

どで大いに盛り上がる。父親が中学生の息子にウイスキーを勧めて

いたのには少々驚いたが…。けん玉を教えたり、全員で肩をくんで

歌ったり本当に楽しいときを過ごすことができた。深夜になり、普

通このようなパーティーは、いつ頃お開きにするのか問うと、いつ

もは、みんなで朝日を見るんだ、とか。彼等のバイタリティーには

驚く。このバイタリティーとアティテユードが福祉の原動力なのか。
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イギリスでの宿舎。
＿れも名物．

近衛兵交替のためのバレード．

9月7日（土）　デンマークからイギリス（ロンドン）ヘ

　デンマーtクでの5日間の研修を終え、次の研修地ロンドンに到着。

デンマークでのゆったりしたペースとの変化に少々戸惑う。さすが、

かって世界の首都といわれただけの町並みである。歴史を感じさせ

るホテルに旅装を解き、ふと隣の大きなピルを見上げれば、ロンド

ン警視庁の建物。これだったら安心と納得してしまった。翌日は日

曜日、久し振りに研修のない休日を楽しむ。博物館や美術館は無料。

羨ましい限りである。夕刻からは、グループ毎の行動となりそれぞ

れが、ロンドンの休日を有意義に過ごすことができた。
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リネ・ウイリアムズさ

んの経験談を聞くt

長い間、N．C．Hで勤

務した彼女とある子ど

もとの愛情物語を聞い

て通訳が感激して涙す

る、という一幕もあっ
た．

9月9日（月）　N．C．　H．　カンベロー・ロッジ

　英国でも最大の民間組織である、ナショナル・チルドレンズ・ホ

ームを訪問。ロンドンの中心地から約40分程のところにある。本部

の大きな建物はかつては多くの児童を収容していたが、今は児童福

祉センター的な役割を果たしている。長年勤務しているウイリアム

ズ女史の話には、深い感銘を受けた。昼食後、カンベロー・ロッジ

を訪問。脱施設化の流れの歪みが、子どもに大きな影響を及ぼして

いることを感じずにはいられなかった。しかし、その状況を何とか

変えようとするワ・一一カーの情熱は素晴らしい。
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街の居酒屋で、ソーセージ

をサカナにビールに舌つづ

み．思わず顔もほころんで

しまう。

9月10日（火）　ハイデルベルグを経てシュツットガルトへ。

　短いロンドン滞在を終え、次の宿泊地、シュツットガルトに向か

う。フランクフルトを経てバスで一路アウトバーンを南下。途中、

ネッカー川ぞいの古城と大学の町、ハイデルベルグに立ち寄る。赤

い砂岩を利用して建築されたハイデルベルグ城の足元に広がる中世

から変わりない町並みは、自然と調和して暮らすドイツの伝統を感

じさせる。昼食にソーセージとピールで乾杯。日も暮れかかる頃よ

うやく到着したシュツットガルトは、谷の中の大都市。駅の建物の

屋上には巨大なベンツのエンブレム。現代ドイツのシンボルか。
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9月11日（水）　C．J．　D．オッフェンブルグ青年の村

　早朝、今回のドイツのプログラムを世話していただくマテウス夫

妻が来られる。彼等の案内で、オッフェンプルグ青年の村へ。ここ

は、学習能力等に障害を持つ子ども達の職業訓練を行っている。広

大な敷地に訓練棟や寄宿舎が立ち並ぷ。ドイツの徒弟制度の中で落

ちこぼれて来る子どもたちにも、時間をかけチャンスを与えて行く

という。子どもたちは、職業訓練だけでなく、さまざまなプログラ

ムによって自信を持って社会的自立ができるように、全人格にかか

わる援助がなされている。
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アルテンシュタイクの

美しい街並み。

漕酒で広々としたアルテン

シュタイク・シューレ。

上級学校へ進むための教育

を行う。カリキュラムの中

で特別にコーラスとチェス

の授業に重点を置いている．

広大な敷地に教室や寮が点

在するt

9月12日（木）　C．J．　D．アルテンシュタイク青年の村

　昨日に引き続き、マテウス夫妻の案内でアルテンシュタイクへ。

ここは、ギムナジウムとして登録されている。特徴は、コーラスと

チェス。世界中演奏旅行をする程の実力を持っている。音楽室で、

彼等の演麦を聞かせてくれた。素晴らしい。チェスのほうは必須の

授業を行っているという。子どもの持っている能力に応じて適切な

援助をするという意志がここでも貫かれている。マテウス氏の「子

どもは神さまからの預かりものであり、一人一人が大切に育てられ

るべきである」という言葉にC．J．　Dの考えが集約されている。
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カルテンシュタイン城の速望。

周囲はブドウ畑で、そのブドウ

でハウスワインを作っている。

カルテンシュタイン城、第2次世界大戦中は

ナチスがニニにユダヤ人を収容．

現在は青年の村の女子寮．

　　　　女子寮で、気軽にポーズを取ってくれた、

　　　　りトアニアからの難民の子ども達。

ハウス・キーピングのコースの

生徒に日本の折り紙の実習を行

う、先生は北村団員。 　午後、カルテンシュタイン青年の村へ。ドイツにおけるC．J．

D．の発祥の地だそうだ。丘の上に聾え立っカルテンシュタイン城

を中心に展開されている。ここでは、最近ドイツで増加している世

界各地からの難民、特にアジアの紛争地域や、旧ソ連邦からの難民

の青少年を多く受け入れ、ドイツの社会に適応して行けるよう職業

訓練と共に、語学、社会生活一般についても教育している。世界の

情勢が直接自国に影響を及ぼす欧州の厳しさと、それに現実的に対

応して行くドイツの懐の深さを感じずにはいられない。同様に我々

はアジアの難民を受け入れることができるだろうか？
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手をとり合ってと

もに歌う。

城で採れたブドウ

酒、手づくりの料

理、そして歌、い

つまでもなごりは、

つきなかった。

…’バー．一　 ■函■■■■■■■■一■■『一

　夕刻から、食堂でディナーパーティーを催していただく。心尽く

しの料理、カルテンシュタイン城で採れたブドウで作ったハウスワ

イン。マテウス夫妻をはじめ、ドライシュマイアー校長、そして、

C．J．　D．創立者の子息で、現会長であるダンネマン氏も駆けつ

けられた。大平団長からの鯉のぼりのプレゼントは大変喜ばれた。

飲むほどに味わう程に雰囲気も盛り上がり、ドライシューマイアー

校長のギター片手の独唱には、全員感激、お返しに皆で「花」を合

唱、心は一つになった。ダンネマン氏の挨拶、「このような仕事を

しているお陰で皆さんにお会いできたことを神に感謝したい。」同

感である。研修としては最後の夜．同じく子どもの仕事に携わる者

として、肩を組み合っているメンバーの目が心なしか潤んでいたよ

うだ。
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最後の旅程バリでの宿舎と

なったホテル・ド・ループ

ルの夜景　ループル美術館

の隣にある，

バリ初日　凱旋門、シャデ

リゼ通り、ルーブル美術館

とフランスを満喫した一日。

今年のヨーロッパは異常気

象のためD、9月だという

のに暖かく、半袖の人もい

る．エッフッル塔をバック

にe

9月！3日（金）14日（土）　　パリ滞在

　デンマーク、イギリス、ドイツでの研修を予定通り終了し最後の

訪問地パリへ。一通りの観光地を見学した後、グループ毎の自由研

修となった。大平団長の顔にもようやく安堵の色が見え出した。

　3ヵ国での研修を通じて、多くの人々の児童福祉にかける情熱に

実際に触れ、各国の事情を垣間見ることができたことは何よりも得

難い収穫であった。また、各地での同じ仕事に携わる仲間の暖い歓

迎と友情を忘れることができない。国はちがい、制度は異っても手

を携え、子どもたちと共に生きる喜びを持つことができる社会をつ

くり上げる努力をしたいと、しみじみ皆の想いは同じであった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンデルセン「人魚姫」の像。

デンマーク見たまま、聞いたまま

　　　　　　　　デンマークは、首都コペンハーゲン市近郊に総人ロの約4分の1

　　　　　　　に当たる136万人が集中して住んでいる。グリーンランド島とフェ

　　　　　　　ー回諸島のデンマーク領を入れると、50倍くらいになるが、イヌイ

　　　　　　　ット人とフェーロ人が自治していて、国際閥の問題等がなければ、

　　　　　　　デンマーク政府はあまりタッチしないので、通常はデンマークの国

　　　　　　　土面積は本土だけを指し、九州より少し大きいくらいの面積である。

　　　　　　　　公用語はデンマーク語で，主食のじゃが芋を口にほうばったまま

　　　　　　　話す言葉と評され、また、語気も荒いと言われているが、小4か5

　　　　　　　年くらいから英語を勉強し、かなりの人が、日常会話程度の英語は

　　　　　　　話せる。中学1年からは、隣国のドイツ語を勉強する。

　　　　　　　　土曜日は官公庁、会社は皆休みになる。デパートも土曜日は休み

　　　　　　　になるので、不便ではある。

　　　　　　　　　1週の労働時間は37時間、日本と比べると1年間で、300時間以

　　　　　　　上少ないといわれている。20年近く昔から、週休2日制を続けてい

　　　　　　　る。学校も週休2日制である。景気が悪かったこともあって、春闘

　　　　　　　で余りべ一スアップは望めないという労働組合の考えから、また、
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テクノロジーも発達してきて生産量が十分上がっているはずだから、

もっと家族と一緒にいる時間や、趣味を生かす時間が欲しいという

要求で、ここ2、3年、30分ずつ勤労時間を減らしてきて、現在、

普通の勤労者の労働時間は週37時間となっている。それで、金曜日

は、3時頃から、帰宅のラッシュが始まる。

　若者達が、流行のカラフルなサイクリングパンツをはいて、格好

のいいロードレーサーに乗ってブロンドの髪をなびかせていく。自

転車王国だ。

　歩道がない道路は、ほとんどないが、自転車が非常に多い国で、

現在でも自転車専用道路は、車道や歩道を少しずつ削って造られ、

増え続けている。自転車道路はコペンハーゲンで100キロ、国内で

は3，　OOOキロメートルは走っている。

　2人に1人は、有効に使われる自転車を持っている。店の前や駅

の前には、たいてい自転車置き場がある。市内が混雑しないように、

事故が起こらないように、また、廃棄ガスを防ぐために、自動車の

乗入れを制限するだけというわけにはいかない。市民の足も確保し

なければということで、市の新しい試みとして、プロジェクトがス

タートした。独特の形の自転車をつくり、市内に60ヵ所の自転車置

き場を設置し、どこでも乗れてどこでも置けるシステムに、という。

20クローネ入れると、チェーンが外れる、別な場所で自転車を置き、

チェーンをかけると、お金が戻って来るということだ。この自転車

が、近くお目見えするそうだ。

　一般的に言って、泥棒の多いところではないが、自転車だけはよ

く盗まれる。しかし、この自転車だと特別な形をしているので、盗

んでもすぐに分かってしまうし、盗む必要もなくなるということだ。

都市には、麻薬中毒の患者が多く、大麻欲しさに、自転車を盗み、

部品にして売ってしまうeあまり多いので、保険会社も悲鳴をあげ、

対策をたてた。自己リスクということで、　500～800クローネは、

盗まれても自分持ちで、残りを補償するというものだそうだ。だか

ら、自転車にはよく鍵がかかっている。

　普通の冬だと、夜、零下5度、昼間はプラスの5度位で、そこを

いったりきたりするくらいだというeひどく寒いということはない。

　ルネサンス時代やバロック様式の古い石造りの荘厳な建物が沢山
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あり圧倒される。ある港などは、プラスティックの船はいっさい認

めないという厳しさもある。それらのことが、伝統や自然を大切に

している国民性を窺わせる。

　オーデンセの街では、老いも若きも、店先に並んだ、白い丸テー

ブルと白い椅子に腰をすえて、昼間から、ピー一一ルを飲みながら、談

笑している。いかにも平和な伸び伸びとした光景である。

　かなり、暖かい昼下がりだ。Tシャツも多いが、中には裸の男も

いる。一方では革のジャンパーや、セーターを着ている人をよく見

かけた。それにしても、道行く人の服装はなんだろう。寒暖の感覚

がないのだろうかと不思議に思った。

　デンマーク人は、よく流行を追う国民だそうで、職場や仲間とい

う集団で、服装にもその主義主張を出すという。その集団による流

行というのがあるそうだ。それだけでは納得できなかったのだが、

例えば、赤ん坊のおむっをきれいに染めたバンダナを頭に捲くとい

うのが保母さん達の間で一時期大流行したという話で、合点がいっ

た。そういえぱ、家族治療施設で、我々の説明役になってくれたイ

ンゲ女史は、デンマークでは最近、家族ぐるみの治療というのが

　「流行っている」という言葉を使っていた。

　デンマ・・一一クの幹線道路は幅20mは優にある。そこを、三菱、日産、

トヨタなどの日本車もよく走っている。日本人をみかけると、「三
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菱、トヨタ」などと、声をかけてくる。車は、すごい速度でとばし

ているが、狭い街なかの道路でない限り、時速80キロ制限、街なか

が普通60キロ制限になっているからだ。信号のない横断歩道でも、

傍らに立っていると、運転手は必ず止まって、歩行者を優先する。

日本では考えられないほど、紳士的で、このことは、ヨーロッパの

どこでも同じであった。

　デンマークの主食はパンと馬鈴薯で、パンは、普通は黒パンをた

べるという。この黒パンの上に「にしんの酢漬」をのせて食べるの

だが、これが、なかなかの美味で、また、これと一緒に飲むスナッ

プスという45度の火酒が妙に合う。また、酪農王国であるだけに、

チー・一一ズの種類が豊富で、いろんな味に出会うことができた。

　最大標高差が400mしかないという平坦な土地がまるで北海道の

原野のように続く。どこでも、農地になり、どこでも宅地になる。

日本の半分の金で、倍以上の土地と建物を手に入れることができる。

漁業をする海もある。そして、産業も盛んだ。思った以上に豊かな

国であった。

世界ha　1の福祉国家．デンマーク

　「今日、世界で最も進歩した国はデンマークであり、これに続く

のがスウェーデンとノルウェーである。」

　これはアメリカのペンシルバニア大学のリチャード・エステス教

授の言で、彼が20年がかりで行った研究成果として、経済、生活の

質、人権をはじめとする46項目の指標を総合評価した結果、デンマ

ー クが世界で最も進歩した国だというのである。この研究成果に触

れるまでもなく、デンマークをはじめとするスウェ・・一一デンやノルウ

ェーといった北欧の国々の高福祉政策は世界各国から「福祉の理

想」と注目され、日本をはじめ東欧諸国からも目標とされてきた。

　私たち第18回資生堂児童福祉海外研修団は、この最も進歩した福

祉国家デンマークを最初の訪問国とした。

　デンマークではボーゲンセにある「生活学園」の責任者で、正真

正銘の日本人である千葉　忠夫氏の全面的な協力により研修プログ

ラムは進められた。
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　千葉氏は「自分の一生を貫く仕事にどういうものが良いかと考え

た時、日本は工業なり、教育なり、経済なり、世界に追い付け追い

越せと努力し、やがて世界のトップを走るようになり、もはや他国

から学ぶべきものは殆どなくなった。しかし、もし他国から学ぱな

ければならないものがあるとしたら、それは福祉であると感じ、世

界で一番福祉の進んでいる北欧へやって来た」と言う。現代の日本

は転職情報誌が飛ぶように売れ、より条件の良い職場を求めて転職

を繰り返すのが流行、としている若者には、おそらく千葉氏のこの

熱い胸の内は伝わらないであろうが、千葉氏の生涯をかけた使命感

には敬服する思いであった。また、千葉氏は北欧の福祉を日本に還

元するべく、社会福祉研究協会を通してデンマークの最新福祉情報

を日本語版にして雑誌等に紹介する仕事にも携わっている。

　千葉氏は時折回想しながら、「私は日本の国から頼まれたわけで

はないけれど、昭和42年に片道切符を手にしてシベリア経由でデン

マークにやって来た。リュックサックーつ背負い、懐にはわずか

500ドルしかなく、それを使ってしまうと日本に帰るすべはなかっ

た。知っている人もいないし…。そう、福祉をやりたい一心でした

ね」と団員の前で語った姿がとても印象的であった。

　私たちのデンマークでの研修は実質5日間であったが、こうした

千葉氏の優れた洞察力と企画力により、人権尊重の理念に根ざした

　「Social　Welfare　in　Demark」の実情を十二分に受け止めること

ができたことに対し、敬意と感謝を申し上げたい。そしてその内容

を脚色することなくリアルに報告するために、なにより千葉氏の迫

力に満ちた講義内容そのままを紹介することにしたい。

デンマークの児童福祉 （千葉　忠夫氏のレクチュアから）

　いわゆる「ゆりかごから墓場まで」というのはイギリスで、デン

マークでは「胎内から天国まで」といわれます。それ程福祉が充実

している「社会福祉国家」と呼べる国は、世界広しと言えど、おそ

らく地球上に、このデンマークとスウェーデンの2ヵ国だけだと思

います。もちろん社会保障がなされている国、あるいは充実してい

る国はあると思いますが、要するに、社会福祉国家として、完壁に
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」

．4

熱っほ！く語りかける

　千葉忠夫氏

その形態を成し遂げている国は、この2ヵ国だけだと言っても過言

ではないと思います。

　それでは、何故デンマークが社会福祉国家となりえたか、ですが、

ある国は経済大国になっておりますし、ある国は福祉国家になって

いますので、どのようにして違いができてきたのか。その辺を探っ

てみるには、歴史的に見なければなりません。

　この国は11世紀までは、バイキングでしたeバイキングから農民

化していったわけです。日本と同じように、庄屋がおり、地主や小

作人がいたわけです。その時に地主・庄屋の支配者は、農民を拘束

し、領内から出さないようにする法律を作りました。それに対して、

デンマークの農民は、それを自由の剥奪であるとして、絶えず反発

して、我々は自由であるべきだという運動を続けてきたわけです。

ですから、デンマーク人は、おさえっけられて生活するのではなく

て、絶えず自由を欲するという国民感情が、13．4世紀からでき

あがっていたと思います。その辺にデンマークが、福祉大国になっ

た第1のヒントがあると思います。

　18世紀の頃、デンマークでは、世界で初めてといわれる農業組

合を世界に先駆けて作りました。これは、要するに、どこかの農家

が不作などで困った場合、お互いの助け合いを目的とするものでし

た。ここに、第2のヒントがあると思われます。

　19世紀に入りまして、西洋の先進国をはじめとする世界各国が

工業化に入りましたが、産業革命がデンマークまで及んで来た頃、

デンマークも農業人口が都市に移ってきまして、工業労働者になっ

たわけですが、その時に、彼らが何を作ったかと申しますと、農業

協同組合の経験を生かして、今度は労働組合を作るのです。しかし、

デンマークの場合は、かれらの生活を安定させ、あるいは保障する

ために作ったものであって、あまり政治的な運動ではなかった。要

するに、自分が病気して、あるいは失職して困ったときに、そのた

めに生活を壊されないように、安定した生活が出来るようにという

目的で、労働組合を作ったわけです。これも、お互いに助け合うと

いうことです。産業革命がデンマークまで及んで来た頃、労働組合

が育ったのです。労働者の間にも、互助の精神が培われました。こ

こに第3のヒントがあると思います。
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　　　　　　　　　　　　　　　そして、1930年代に入りますと世界恐慌を体験し、非常に苦しい

　　　　　　　　　　　　　　国民生活を強いられた訳ですが、その頃、政治家達は社会保障を完

　　　　　　　　　　　　　　備していかなければいけないと力を社会保障に注ぎ始めました。

　　　　　　　　　　　　　　しかしながら、1940年に入って早々、第二次世界大戦が勃発しまし

　　　　　　　　　　　　　　て、このデンマークはドイツ軍に占領されました。その時に、デン

　　　　　　　　　　　　　　マーク人が非常に欲していた、また、貴んでいた自由が奪われたわ

　　　　　　　　　　　　　　けです。ですから、デンマークの政治家達はこの戦争から回復した

　　　　　　　　　　　　　　ら、もっと素晴らしい福祉の充実した国を作ろうと話し合ったわけ

　　　　　　　　　　　　　　です。

　　　　　　　　　　　　　　　政治家達と申しましたが、デンマークはこんなに小さな国です

　　　　　　　　　　　　　　が、11の政党があります。人間の考えが皆それぞれ違うということ

　　　　　　　　　　　　　　を如実に表しているわけですが、こと福祉に関しましては、いろい

　　　　　　　　　　　　　　ろな法案が国会に提出されたとき、超党派、あるいは絶対多数で、

　　　　　　　　　　　　　　福祉の法案が通るというお国柄です。国民の利益にっながる福祉法

　　　　　　　　　　　　　　案であれば何でも国会で可決されるというお国柄であります。です

　　　　　　　　　　　　　　から、国民は常に福祉に関心をもっているお国柄だと言っていいと

　　　　　　　　　　　　　　思います。

　　　　　　　　　　　　　　　それではどうして、第二次世界大戦が終わった後、デンマークが

　　　　　　　　　　　　　　福祉大国になったかということを考えますに、冒頭で話しましたが、

　　　　　　　　　　　　　　ある国は経済大国になったが、その原因は何かなと考えますと、私

　　　　　　　　　　　　　　は、デンマークの場合は、教育が非常に重要な位置を占めていると

　　　　　　　　　　　　　　思います。

　　　　　　　　　　　　　　　デンマークの教育制度はもちろん、義務教育ですが、非常に外国

　　　　　　　　　　　　　　と教育の仕方が違います。もちろん、私の一番よく知っている外国
どこまでも広がる大地は、デンマーク

の基幹産業である農業を支えている。とは、日本のことですから、日本とデンマークの教育を比較します。

日本のことは皆さんがご存じ

の通りですから、デンマーク

の教育についてお話します。

　9年の義務教育、その前に、

幼稚園、保育園がありますが、

14、5年くらい前から、小

学校入学前に各公立小学校の

クラスに1年間の幼稚園学級

を作っています。保育園、幼
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